
２ きっかけづくりとしてのイベントを実施する
   ①多様な分野に触れる→将来像と可能性の拡大
   ②地域や社会を知る→地域への愛着・誇りの醸成

   ③多様な人と接する→社会力の獲得

５ 地域の持続可能性が向上する
   ウェルビーイングを実現できる 未来の担い手がつくる 持続可能な宇和島

４ 人材が育成される（シビックプライドの醸成）
   宇和島に「残りたい・戻りたい・関わりたい」と思う若者の育成

３ 若者がホリバタできっかけに触れる
   ①多様な分野に触れる→興味関心の拡大
   ②新たな選択肢に触れる→進路の拡大

１ 居場所（サードプレイス）を構築する
   ①身近さ＋②快適さ＋③便利さ＝集える場所、活動拠点

宇和島市

ホリバタ事業

きっかけあるよ

自習OK

できるよ

ホリバタに

「中高生のスタンス」と「ホリバタの必要性」と「提供価値」と「ホリバタのアクション」

①「場も活動も十分あります」層＝不要

②「し たいことは一応あるんだけど」層   →

③「特にしたいことが見つかってない」層  →

④「私、勉強だけできればいいです」層   → 

⑤「勉強も活動もしねーよ」層＝不要

日常利用で出会える拡がりづくり

自習者への快適な利用空間づくり

ホリバタプログラムへの参画促進

一緒に行うプログラム開発

外部や専門家とのコーディネート

探究活動などへの参画

 
 宇和島市（人口 66,813人（R7.2.1現在））
 ・多くの高校性が卒業後に市外に転出
 ・居場所や活動場所が少ない
 ・多様なキャリアに触れる機会が多くはない
  
 →地域への関心が希薄、魅力が十分伝わっていない

 「宇和島には何もない」（高校生）

 ホリバタ事業（R２～）
 
 社会教育による若者育成事業
          ↓ 
 「持続可能な地域社会の創り手」
 （宇和島に残ろう・戻ろう・関わろうとする人）を育てる
 
 若者の居場所や活動場所の創造
 多様なキャリアに触れる機会の構築などに取り組む
 「若者の育ちに関わりたい」

若者の世界を拡げる「きっかけづくり」と日常に応える「場づくり」
愛媛県 宇和島市教育委員会 生涯学習課 中央公民館 担当係長 西尾 祥之

 

 （１）事業全体の理論化・言語化 ～自由度が高い社会教育だからこそ、ロジックで担保～         ②
    ①市全体における役割分担を意識   ～ホリバタができること ホリバタにしかできないこと～
    ②コンセプトデザインと価値観の統一 ～好みはそれぞれ違うから～
    ③ターゲットと提供価値を意識    ～「みんな来て」は「誰も来なくていい」～
    ④ハレとケ 二軸の事業展開     ～きっかけづくりと場づくり～
 ①                  ③                  ④   

 （２）きっかけづくり やりたいことがある人には応援を 見つかっていない人にはきっかけを つまらない人には刺激を

 （３）場づくり    ①ひとことカードの双方向性、②レイアウト変更での非停滞感・日常への寄り添い、③ゆるさを持つ
  ①              ②                         ③

                            

 モノやカネがなくても工夫次第で場のデザインは可能
 その価値（使い方など）は利用者自身が見出してくれる

 （１）飛び立つ場所が可能性を拡げる 
  ・「まちへの期待が高まりました」
  ・「私たちにもできることあるんだ」
 
 （２）帰ってくる場所が循環を生む 
  ・高校生でホリバタを利用し
   大学生でプロジェクトで戻る
  ・大学生が自分の専攻や学びを
   中高生に還元する
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 １ 背景  ２ ねらい

 ３ 方法 “ホリバタのある生活”をデザイン

 ４ 結果   ５ 考察 ホリバタ事業の可能性＝青少年の可能性


